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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・立場　哲子様～東C5

【退院】
・七尾　悦夫様～東合併症室

【転出】
・小向　栄子様～東D17　→　西A51

【転入】
・原　まさ様～西B25　→　東合併症室
・川村　貞子様～西A44　→東D17

【ユニット移動】
・駒木　洋士様～東合併症室　→　東C4

【部屋移動】
・小栗　健太郎様～東A11　→　東A9
・泉　沙耶様～東A9　→　東A11

＜患者様連絡事項＞
・中島　優子様～夫より退院の要求あり。馬渡Dr.より、夫様へ連絡し、現在の病状や必要な対応について改めて説明し、入院治療の必要性について話をしたが了解は得られず、当院での治療拒否されるとのことで7/31に退院の予定とした。今後は当院での対応や介入は困難と思われる。7/31　10：00で退院調整済。退院時処方2週間分頂く。また、午前1時間、午後1時間の開放時間を設けていく事となる。

・佐藤　定子様～頭部CT実施。田名部Dr.より所見をいただく。昨日より悪化はなし。右手首腫脹と熱感があり、レントゲン実施するが、骨折所見なし。ハップスター1袋処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時他室侵入や私物弄り頻回で自制できず。早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9：00～20:00の開放観察指示あり。対面時妄想言動や易怒性なく、他患トラブルや粗暴行為なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。8:00～20：00の開放観察指示あり。開放観察時イライラ感にてホール内の椅子を投げており、早めに開放観察終了。昼食摂取せず床に投げつけお膳を破損し、不穏興奮あり。主治医へ状態報告し、13:20コントミン10㎎2A筋注施行。一時的にドア蹴りあるも、その後自室で臥床し過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。拘束部位に循環障害や皮膚障害なし。上肢拘束すり抜けあるが、再装着に抵抗なし。対面時不穏興奮や易怒性なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・中島　優子様～身体拘束中。拘束部位に循環障害や皮膚障害なし。介入にやや抵抗あるが、不穏興奮なし。点滴自己抜去や拘束のすり抜け、粗暴行為なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察情報＞
・中村　聡様～軟膏塗布は1日2回と指示あり医師より本人へ説明済。

・安達　貴浩様～右耳周囲発赤、びらん、掻痒感あり。デルモゾールDP軟膏処置再開。

・小田 沙也加様～左足第１趾のテラマイシン軟膏は終了。テルビナフィンは継続。

※他の方々は処置変更なし。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和7年7月29日　13：11
　氏　　名：立場　哲子（たちば　てつこ）様
　生年月日：昭和22年1日23日(78歳)
　病　　名：統合失調症疑い、アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　R6年に弟が死去後より独居で生活。地域の民生委員の訪問も拒否していた。R7年6
月頃に地域住民より高齢者支援センターハピネスやくらに連絡あり、同センターが訪
問した所認知機能の低下や保清が保てておらず不潔な様子、食事も摂取できているか
定かではない状態であった。同年7月11日訪問時には体動困難となっていたことから、
急遽八幡クリニックを受診。採血実施した際には血糖値不良、アルブミン低値、心機
能の低下が発覚。食事も一日1食しかとれていない状況であった。また、診察時には
不眠を訴え、その際に幻視・幻聴・妄想様の発言有り。上記身体・精神症状から独居
生活は難しい状況。鑑別診断、専門治療、環境調整目的にて東病棟Cユニット医療保
護入院となる。
